
 
 

 

自治体向けクラウド型防災システムの紹介 
（2013 年 8 月 13 日版） 

 

小倉卓也†1 田村元臣†2 
   

 

概要：本稿は，2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災にて表出した，自治体防災業務の脆弱性を補完する「防災

システム」を紹介するものである．当該システムは，発災後 72 時間以内の対応を迅速かつ正確に実行し，「減災」を

達成することを目的としている． 

 
 
 

1. はじめに     

 防災業務は，その目的を「減災（発災後 72 時間以内）」

と「被災者支援（発災後 72 時間以降）」の 2 種類に大別す

ることができる．そして，減災は人命保護に繋がる極めて

重要なものである．しかし，東日本大震災（2011 年 3 月 11

日）では，初動の遅れから未曾有の被害に繋がってしまっ

た地域も多かった．今回は，迅速かつ正確な初動を実現し，

一人でも多くの人命を保護することを目的としたシステム

をご紹介する． 

2. 自治体防災業務における課題 

発災後には，どのようなことが被災地で起こっていたのだ

ろうか．弊社が実施した被災地への聞き取り調査では，自

治体職員や地元住民から発災時における様々な課題を聞く

ことができた．その課題は下記 3 点に収斂される． 

(1) 情報収集の正確性・迅速性の欠如 

(2) 情報連携不全による意思決定の遅延 

(3) 情報配信の不効率性 

つまり，被災状況を迅速かつ正確に把握することが難しく，

収集した情報も関係機関で共有・連携できていなかったた

め意思決定が遅れ，住民に対して正確な避難情報等を伝達

できず，被害が広がったということである． 

 自治体職員からは「担当職員の土地勘の有無に拘わらず

現地に派遣され調査を行ったため，位置情報を正確に報告

できなかった」「現地から報告しようとしても電話が輻輳し

ていたため，帰庁後の報告となり迅速性を欠いた」「収集し

た情報は紙で保存していたため，必要な情報を迅速に取り

出すことができず，対策本部の意思決定や住民からの問合

せにスムーズに対応できなかった」「避難情報を広報する際

には広報車や戸別訪問等で対応したため伝達効率が低かっ

た」等の意見が寄せられた． 

 一方，住民からは「役所からの情報提供がなく，被害状

況や食料支給・給水情報等を把握できず，独力で対応する

しかなかった」等の意見を聴くことができた． 

                                                                 
 †1 (株)ジーシーシーシステム一部 

 †2(株)ジーシーシー企画部 
 

 このように、発災直後は様々なインフラが災害の影響を

受け，情報入手が困難だったり情報が錯綜してしまう傾向

にある．したがって，いかに迅速に正確な情報を入手し，

それらの情報を必要としている住民等へ発信するかが初動

の明暗を分けることになる． 

3. システムによる解決策 

発災時において人海戦術的な対応ではおのずと限界が

ある．したがって，ICT を利活用した対策が必要である． 

そこで私たちは，前述のような課題を踏まえ，「より迅

速かつ正確に情報を収集し」，「あまねく関係機関で当該情

報を共有」，「必要な情報を漏れなく速やかに住民へ展開で

きる」システムを開発した．具体的には発災時でも影響を

受けにくいパケット通信網を利用し，モバイル端末から

（GIS を利用した）正確な位置情報や被災現場の写真を現

場から報告できる機能を実装した．また，報告された情報

はひとつのデータベースに集約し，時間・場所を問わず全

関係機関が共有できる仕組みとした．更に多様な媒体に対

して一元的に情報配信できる機能も実装した．これにより，

前述の課題を解決することが可能である． 

その他，発災時の混乱状況にあっても円滑・容易にシス

テムを利用できるよう，業務未経験者（大学生）によるワ

ークショップを開催し，高い操作性を検討・実装した．さ

らに，利用団体の地域性に柔軟に対応するため容易なカス

タマイズ性を具備したプラットフォームを採用した． 

4. なぜクラウド型システムなのか 

防災システムは，有事の時こそ利用できなければ意味をな

さいない．しかし，東日本大震災では，自庁設置のシステ

ムが庁舎もろとも被災し，まったく利用できなかったとい

う団体も少なくなかった．したがって，堅牢なデータセン

タにシステムを預け・利用するというクラウド方式は防災

業務の特性に合致したものである．接続回線においても固

定通信・移動通信・衛星通信と冗長性が組みやすく，高い

信頼性を確保できる点が大きな特長である． 

 さいごに，本システムが自治体防災業務の一助となり，

少しでも減災に寄与できることを祈念する． 
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３
．
シ
ス
テ
ム
全
体
像
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9

３
．

シ
ス

テ
ム

全
体

像

（
１

）
シ

ス
テ

ム
全

体
像

情
報
収
集
初
動

情
報
共
有
可
視
化

情
報
配
信

情
報
収
集
・初
動

情
報
共
有
・可
視
化

情
報
配
信

72
時

間
以

内
の

応
急

活
動

に
必

要
な

防
災

情
報

の
収

集
・
共

有
、

可
視

化
住

民
へ

の
適

切
・
迅

速
な

情
報

配
信

インターネッ

インターネッ

気
象

防
災

情
報

（
気

象
・
震

度
情

報
等

）

①
防
災
気
象
情
報

【防
災
情
報
共
有
デ
ー
タベ
ー
ス
】

クラウド⽅
式

【公
共
コモ
ンズ
】

避
難

勧
告

・
指

示
・
被

害
状

況

本
部

・
避

難
所

設
置

状
況

等
ット網

ット網

被
害

状
況

（
携

帯
・
ス

マ
ホ

等
か

ら
も

可
能

）

①
防
災
気
象
情
報

②
避
難
勧
告
・指
⽰
情
報

③
本
部
設
置
（
庁
舎
周
辺
被
害
状
況
）

④
被
害
即
報
（
消
防
庁
4号

-1）
⑤
被
害
総
括
情
報
（
消
防
庁
４
号
-2）

⑥
避
難
所

【エ
リア
メー
ル
】

避
難

勧
告

・
指

示

職
員

指
示

メ
ー

ル
（
参

集
指

令
・
回

答
）

⑥
避
難
所

⑦
救
護
所

⑧
ヘ
リポ
ー
ト

⑨
道
路
状
況

⑩
⽀
援
要
請

【⺠
間
サ
イト（

Yahoo等
）
】

避
難

勧
告

・
指

示
・
避

難
所

インターネット

インターネット

（
参

集
指

令
・
回

答
）

避
難

勧
告

・
指

示
・
避

難
所

【⾃
治
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

【他
シ
ス
テ
ム
連
携
】

気
象

防
災

情
報

二
次

配
信

【地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
】
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ト網
ト網

知
事

報
告

等
・
気

象
防

災
情

報
二

次
配

信

・
災

害
情

報
広

報
シ

ス
テ

ム

・
道

路
情

報
シ

ス
テ

ム
（H
24

）

・
医

療
ネ

ッ
ト

（H
25

）

４
．
課
題
へ
の
解
決
策
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11

４
．

課
題

へ
の

解
決

策

（
１

）
情

報
収

集
の

正
確

性
・

迅
速

性
の

確
保

現
場
か
ら
デ
ー
タ
形
式
で
情
報
発
信
。
意
思
決
定
の
迅
速
化
や
二
次
被
害
の
拡
大
を
防
止

被
災

ク
ラ

ウ
ド

上
被
災

現
場

ク
ラ

ウ
ド

上
防

災
シ

ス
テ

ム

防
災
DB

状
況

写
真

対
策
本
部

状
況

写
真

対
策
本
部

迅
速

な
意

思
決

定

被
害

情
報

対
策

の
優

先
順

位
決

定
の

容
易

性

1212
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自
治

体
担

当
者

ま
た

は
住

民

決
定

の
容

易
性
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４
．

課
題

へ
の

解
決

策

（
２

）
情

報
連

携
・

共
有

の
確

保

情
報
の
一
元
管
理
に
よ
り
全
関
係
機
関
で
情
報
を
共
有

共

本
庁
（
対
策
本
部
）

情
報
の
⼀
元
化

場
所
を
問
わ
な
い
情
報
共
有

防
災
シ
ス
テ
ム

共有

共
有

共
有

防
災
シ
ス
テ
ム

共有

出
先
機
関

消
防
本
部

有
多
⾓
的
な
分
析

様
々
な
機
関
と情

報
共
有

1313
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警
察

４
．

課
題

へ
の

解
決

策

（
３

）
多

様
な

媒
体

へ
一

元
的

に
情

報
配

信

強
力
な
情
報
配
信
機
能
に
よ
り
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
へ
の
速
や
か
な
周
知
を
実
現

防
災
シ
ス
テ
ム

⼀
度
の
処
理
で
様
々
な

媒
体
へ
情
報
を
配
信

自
治

体
担

当
者

SNS
公
共
コモ
ンズ

その
他
配
信
メデ
ィア

携
帯
事
業
者

d
S
ftB

k
防
災
ラジ
オ
（
⼾
別
受
信
機
）

そ
の

他
の

S
N

S
も

連
携

可
能

携
帯
事
業
者

…
…
docom

o・au・SoftBank
放
送
事
業
者

…
…
NHK・⺠

放
各
社
等

ポ
ー
タル
事
業
者

…
…
Yahoo等

新
聞
社

…
…
新
聞
各
社

防
災
ラジ
オ
（
⼾
別
受
信
機
）

IP告
知
端
末

⾃
治
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

防
災
⾏
政
無
線

等
防
災
⾏
政
無
線

等
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住
⺠

４
．

課
題

へ
の

解
決

策

（
４

）
シ

ン
プ

ル
か

つ
直

感
的

な
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス

「
誰
で
も
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
」
を
ご
提
供

防
災
業
務
未
経
験
の

学
⽣
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョップ

を
開
催

優先度
ボ
度の⾼い業務

ボタンを設置
務順に

置

使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム

とは
何
か
を
検
討

【⾚
ボ
タン】

【⻩
ボ
タン】

【⻘
ボ
タン】
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【⾚
】

入
力

【⻩
】

確
認

【⻘
】

一
覧

・
参

照

４
．

課
題

へ
の

解
決

策

（
５

）
団

体
ご

と
の

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

容
易

性

当
該
団
体
の
運
用
特
性
に
応
じ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
可
能

⼀
般
的
な
防
災
シ
ス
テ
ム

ご
提
案
シ
ス
テ
ム

団
体

規
模

・
運

用
の

違
い

に
寄

ら
ず

全
団

体
が

同
一

シ
ス

テ
ム

を
利

用

当
該

団
体

の
特

性
に

応
じ

た
個

別

の
機

能
を

付
加

す
る

こ
と

が
可

能

防
災
シ
ス
テ
ム

防
災
シ
ス
テ
ム

Ａ
市
機
能

Ｂ
町
機
能

Ｃ
村
機
能

1616
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Ａ
市

Ｂ
町

Ｃ
村

Ａ
市

Ｂ
町

Ｃ
村

ⓒ 2013 Information Processing Society of Japan 5

情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report

Vol.2013-IS-125 No.5
2013/9/12



４
．

課
題

へ
の

解
決

策

（
５

）
団

体
ご

と
の

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

容
易

性

柔
軟
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
造
に
よ
り
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
容
易
性
を
確
保

【
般

的
な

A
S
P

S
S
】

に
よ

る

S
Ie

rに
よ

る
開

発
/
運

用

【
一

般
的

な
A

S
P

・
S
aaS

】

統
合

エ
ン

タ
ー

プ
ラ

イ
ズ

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

基
盤

S
Ie

rに
よ

る
開

発
/
運

用
S
Ie

rに
よ

る
開

発
/
運

用
S
Ie

rに
よ

る
開

発
/
運

用
S
I

に
よ

る

仮
想

化
し

た
基

本
ソ

フ
ト

資
源

基
本

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

基
盤

(ユ
ー

ザ
認

証
/
 ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
/
 文

書
管

理
等

)

S
Ie

rに
よ

る
開

発
/
運

用

仮
想

化
し

た
ハ

ー
ド

資
源

(サ
ー

バ
ー

/
 ス

ト
レ

ー
ジ

/
 ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
)

(O
S
 /

 ミ
ド

ル
ウ

ェ
ア

)

1717
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４
．

課
題

へ
の

解
決

策

（
６

）
ス

ケ
ー

ラ
ビ

リ
テ

ィ
の

柔
軟

性

発
災
時
の
一
時
的
な
ユ
ー
ザ
増
加
に
も
柔
軟
に
対
応

通
常
時

発
災
時

縮
退
時

通
常
時

発
災
時

縮
退
時

1818
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必
要
な
⼈
数
を
必
要
な
時
だ
け
増
減
す
る
ことが

可
能

５
．
安
全
性
・永
続
性

1919
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５
．

安
全

性
・永

続
性

（
１

）
冗

長
化

さ
れ

た
デ

ー
タ

セ
ン

タ

メ
イ
ン
サ
イ
ト
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ
イ
ト
の
設
置
に
よ
り
確
実
に
シ
ス
テ
ム
を
保
全

メインサ
イト

バ
ックア

ップ
サ
イト

障
害

発
生

場
合

に
よ

り

即
時

切
替

え
即

時
切

替
え

年
数

億
ベ

キ
投

資
を

実
施

年
間

、
数

十
億

レ
ベ

ル
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

投
資

を
実

施

2020
A
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物
理
的
な
安
全
性
に
加
え
、⾼

度
な
セ
キ
ュリテ

ィ環
境
も
整
備
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６
．
ま
とめ

2121
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21

６
．

ま
と

め

迅
速

、
正

確
な

情
報

収
集

・
共

有
・

配
信

に
よ

り
減

災
を

実
現

防
災
シ
ス
テ
ム

収
集

共
有

配
信

被
害
状
況
を
収
集

関
係
機
関
で
対
策
検
討

媒
体
を
通
じて
住
⺠
に
情
報
配
信

2222
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被
害
状
況
を
収
集

関
係
機
関
で
対
策
検
討

媒
体
を
通
じて
住
⺠
に
情
報
配
信
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